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(57)【要約】
　デリバリーカテーテルアセンブリをワーキングチャネ
ル内に挿入するアセンブリ及び方法が開示される。幾つ
かの実施形態によるデリバリーカテーテルアセンブリで
は、先端保護スリーブが細長カテーテルシース上のロッ
クされている。この先端保護スリーブは、前記細長カテ
ーテルシースに沿った近位停止位置と遠位停止位置との
間で前記細長カテーテルシース上をスライド可能である
。幾つかの実施形態では、シールキャップが開示されて
いる。このシールキャップの近位シールは、デリバリー
システムがこの近位シールを挿通するときの流体漏れを
減らすように構成され、シールキャップの自閉シールは
、デリバリーシステムがシールキャップ内に挿入されな
いときの流体漏れを減らすように構成されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　近位シールと、
　自閉シールと、
　子宮鏡システムのワーキングチャンネルを収容するノズルに嵌められるようになってい
る遠位シールと
を備えたシールキャップであって、前記近位シールは、デリバリーシステムがこの近位シ
ールを挿通するときの流体漏れを減らすように構成され、前記自閉シールは、デリバリー
システムが前記シールキャップ内に挿入されていないときの流体漏れを減らすように構成
されているシールキャップ。
【請求項２】
　前記近位シールはオープンシールである請求項１に記載のシールキャップ。
【請求項３】
　前記オープンシールはＯリングを備えている請求項２に記載のシールキャップ。
【請求項４】
　前記オープンシールは複数のＯリングを備えている請求項３に記載のシールキャップ。
【請求項５】
　前記自閉シールはスリットシールを備えている請求項１に記載のシールキャップ。
【請求項６】
　前記自閉シールはダックビルバルブまたは円錐形バルブを備えている請求項１に記載の
シールキャップ。
【請求項７】
　異なる寸法を有する複数の肩部と、
　前記自閉シールの遠位側に隣接し、前記自閉シールを前記複数の肩部から空間的に分離
する分離チャンバーと
をさらに備えた請求項１に記載のシールキャップ。
【請求項８】
　前記複数のＯリングは、一連の段として配置されている請求項７に記載のシールキャッ
プ。
【請求項９】
　前記複数の肩部は、前記遠位シールの内寸よりも大きい寸法を有する請求項７に記載の
シールキャップ。
【請求項１０】
　デリバリーカテーテルアセンブリと、シールキャップとを備え、
　前記デリバリーカテーテルアセンブリは、
　　制御装置と、
　　前記細長カテーテルシース上にロックされ、前記細長カテーテルシースに沿った近位
停止位置と遠位停止位置との間で前記細長カテーテルシース上をスライド可能な先端保護
スリーブと
を備え
　前記シールキャップは、
　　近位シールと、
　　自閉シールと、
　　子宮鏡システムのワーキングチャンネルを収容するノズルの回りに嵌められるように
なっている遠位シールと
を備え、
　　前記近位シールは、前記先端保護スリーブがこの近位シールを挿通するときの流体漏
れを減らすように構成され、前記自閉シールは、前記先端保護スリーブが前記シールキャ
ップ内に挿入されていないときの流体漏れを減らすように構成されているキット。
【請求項１１】
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　前記自閉シールは、スリットシールとダックビルバルブと円錐形バルブとからなる群か
ら選択される請求項１０に記載のキット。
【請求項１２】
　前記シールキャップは、
　　異なる寸法を有する複数の肩部と、
　　前記自閉シールの遠位側に隣接し、前記複数の肩部から前記自閉シールを空間的に分
離する分離チャンバと
をさらに備えた請求項１０に記載のキット。
【請求項１３】
　　前記複数の肩部は、一連の段として配置されている請求項１２に記載のキット。
【請求項１４】
　前記デリバリーカテーテルアセンブリは、前記遠位停止位置を決定すると共に前記先端
保護スリーブが前記細長カテーテルシースの遠位端から滑り落ちるのを防止する干渉停止
部をさらに備えた請求項１０に記載のキット。
【請求項１５】
　デリバリーカテーテルアセンブリと、導入器と、シールキャップとを備え、
　前記デリバリーカテーテルアセンブリは、
　　制御装置と、
　　遠位端と、前記制御装置に接続される近位端とを有する細長カテーテルシースと、
　　前記細長カテーテルシース上にロックされ、前記細長カテーテルシースに沿った近位
停止位置と遠位停止位置との間で前記細長カテーテルシース上をスライド可能な先端保護
スリーブと
を備え
　前記導入器は細長シースとバルブとを備え、
　前記シールキャップは、
　　近位シールと、
　　子宮鏡システムのワーキングチャンネルを収容するノズルの回りに嵌められるように
なっている遠位シールと
を備え、
　　前記近位シールは、前記導入器の細長シースの回りにシールを形成するように構成さ
れ、前記導入器のバルブは、前記先端保護スリーブが挿通されないときに自己閉鎖するよ
うに構成されているキット。
【請求項１６】
　前記導入器のバルブは、スリットシールとダックビルバルブと円錐形バルブとからなる
群から選択される請求項１５に記載のキット。
【請求項１７】
　前記導入器は、前記先端保護スリーブがこの導入器に挿通されたとき、前記先端保護ス
リーブの回りにシールを形成するＯリングをさらに備えている請求項１６に記載のキット
。
【請求項１８】
　前記デリバリーカテーテルアセンブリは、前記遠位停止位置を決定すると共に前記先端
保護スリーブが前記細長カテーテルシースの遠位端から滑り落ちるのを防止する干渉停止
部を更に備えた請求項１５に記載のキット。
【請求項１９】
　前記干渉停止部は、雌干渉部分が前記細長カテーテルシース上をスライドするのを妨害
する雄干渉部分を備えている請求項１８に記載のキット。
【請求項２０】
　前記シールキャップは、自閉シールをさらに備えている請求項１８に記載のキット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　この出願は、2011年5月31日付けの米国特許出願第13/149,631号の一部継続出願であり
、その内容は援用によりすべてこの明細書内に組み込まれている。
【０００２】
　本発明の実施形態は、フィールド最小侵襲性外科医療装置および医療処置に関する。よ
り具体的には、本発明の実施形態は、経頸管的婦人科処置に使用される装置および方法に
関する。
【背景技術】
【０００３】
　女性の避妊および不妊化は、受胎を阻害するために物体を経頸管的に卵管に導入するこ
とにより行われる場合がある。そのような避妊アプローチための装置、システムおよび方
法は、本譲受人に譲渡された種々の特許および特許出願に記載されている。例えば、米国
特許第6526979号、米国特許第6634361号、米国特許出願公開第2006/0293560号として公開
された米国特許出願第11/165733号、および米国特許出願第12/605304号は、インサート（
インプラントやデバイスとも言う）を経頸管的に卵管口内に挿入して、そのインサートを
機械的に卵管内に固定することについて説明している。このようなアセンブリの一例は、
カリフォルニア州マウンテンビューのコンセプタス社からの「Essure（エシュア）」（登
録商標）として知られている。「Essure」（登録商標）インサート内への組織の内殖は、
外科的手技を必要とすることなく、長期的な避妊および/または恒久的な不妊化を提供す
る。
【０００４】
　インサートは、図1に示したようなデリバリーカテーテルアセンブリによって卵管に運
ばれることができる。デリバリーカテーテルアセンブリ100は、ハンドル等の制御装置102
と、細長いシース104と、インサート106とから形成されている。デリバリーカテーテルア
センブリ100は、子宮鏡システムを介して子宮および卵管中に経頸管的に配置することが
できる。子宮や卵管の中でのデリバリーカテーテルアセンブリの前進は、通常、生理食塩
水などの膨満液で子宮を膨らませ、子宮鏡システムによって配置を見ることによって容易
になる。
【０００５】
　図2を参照すると、子宮鏡システム200はノズル204を有しており、このノズル204は、ボ
ールバルブクランプ等のバルブクランプ208と、デリバリーカテーテルアセンブリが挿入
されるワーキングチャンネル202にアクセスするための、ノズル204の近位端に配置された
アクセスポート206とを含んでいる。デリバリーカテーテルアセンブリが子宮鏡システム
のワーキングチャンネルを占有していないとき、バルブクランプ208を閉じることで、ワ
ーキングチャネル202の入口を密封して、膨張流体がアクセスポート206から漏れ出るのを
防ぐことができる。デリバリーカテーテルアセンブリが子宮鏡システムのワーキングチャ
ネルを占有しているときに膨張流体が子宮鏡システムから漏れ出るのを防ぐために、近位
シール232を含むシールキャップ230を、アクセスポート206を有するノズル204の回りに嵌
め込むことができる。
【０００６】
シールキャップ230の近位シール232およびアクセスポート206を通って子宮鏡システム200
のワーキングチャネル202へと挿入する間にデリバリーカテーテルアセンブリ100の細長シ
ース104またはインサート106の先端に損傷を与えるのを防ぐために、導入器220を使用し
ても良い。導入器220は、シース222と、この導入器220の把持および除去を補助するため
のスリット開口224を含む。導入器220は、デリバリーカテーテルアセンブリ100を挿入す
る前に、シールキャップ230の近位シール232を通ってワーキングチャネル202内に挿入さ
れる。導入器220がシールキャップ230を通って挿入されると、流体は導入器220から医師
または医師の助手へと噴出し得る。流体噴出（fluid spray-back)量は、処置中の膨張流
体の圧力に応じて、著しいものとなり得る。
【０００７】
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　図3を参照すると、子宮鏡システムのワーキングチャネル202内に導入器220を配置した
後、ワーキングチャネル202内へとデリバリーカテーテルアセンブリ100を前進させるため
、デリバリーカテーテルアセンブリ100の先端がスリット開口部224内に挿入され導入器22
0のシース222内を通過させられる。これは、典型的には、ワーキングチャネル202に導入
器220を配置した後できるだけ早く実行される。導入器からの流体の噴出量を最小にする
ためである。導入器220は、除去してもよいし、処置中ずっと所定の位置に保持しておい
てもよい。導入器220内へデリバリーカテーテルアセンブリ100を挿入後も、ある量の膨張
流体が依然として、導入器とデリバリーカテーテルアセンブリ100の細長いシース104との
間およびシールキャップ230とノズル204との間から漏れる場合がある。
【発明の開示】
【０００８】
　本発明の実施形態は、一般的に、女性生殖器系にアクセスするための子宮鏡システム等
の内視鏡のワーキングチャネルの中にデリバリーカテーテルアセンブリを挿入するアセン
ブリ(装置）および方法を提供する。本発明の実施形態は、子宮鏡システムについて説明
されるが、実施形態はそれに限定されず、他の光学外科装置および内視鏡システムと互換
性があり得るものである。一側面では、本発明の実施形態は先端保護スリーブを記載する
。この先端保護スリーブは、導入器として機能するとともに、シールキャップを突き通す
時、および、アクセスポートを通ってワーキングチャネル内へ入り子宮鏡システムのバル
ブクランプを通過する間、デリバリーカテーテルアセンブリの先端部を保護する先端保護
スリーブを記載する。別の側面において、本発明の実施形態は、子宮鏡システムのワーキ
ングチャネル内にデリバリーカテーテルアセンブリを挿入することに伴う流体噴出(spray
-back)及び漏れ量を低減することができる方法及びシステムを記載している。さらに別の
側面では、本発明の複数の実施形態は、ダブルシールを有するシールキャップを説明して
おり、このダブルシールは、シールキャップが子宮鏡システムのワーキングチャンネルへ
のアクセスポートを有するノズルに嵌め込まれた場合には、デリバリーカテーテルアセン
ブリがシールキャップ内に挿入されるときも挿入されないときも、流体の漏れおよび噴出
を防止し得る。このシールキャップは、さらに、異なる外寸のノズルを有する複数の市販
の子宮鏡システムに適合可能とし得る。
【０００９】
　本発明の一実施形態は、女性の身体の卵巣経路（例えば、卵管）にインサートを運ぶた
めに使用され得るデリバリーカテーテルアセンブリに関する。デリバリーカテーテルアセ
ンブリは、制御装置、遠位端と前記制御装置に接続された近位端とを有する細長カテーテ
ルシース、および、先端保護スリーブを含むことができる。前記先端保護スリーブは、細
長カテーテルシース上にロックされることができるとともに、近位停止位置と遠位停止位
置との間の細長カテーテルシースの長さにわたって、細長カテーテルシースに沿ってスラ
イド可能である。デリバリーカテーテルアセンブリは、さらに、前記遠位停止位置を決定
すると共に、先端保護スリーブが細長カテーテルシースの遠位端から滑り落ちるのを防止
する干渉停止部を含むことができる。例えば、前記干渉停止部は、雌干渉部分が細長カテ
ーテルシース上をスライドするのを妨害する雄干渉部分を含んでもよい。雄干渉部分は、
細長カテーテルシースに固定されていてもよいし、先端保護スリーブが雌干渉部分を含ん
でいてもよい。先端保護スリーブは、さらに、子宮鏡システムのワーキングチャネル内に
デリバリーカテーテルアセンブリを挿入することに伴う流体噴出及び漏れ量を低減するた
めのシールバルブを組み込むことができる。
【００１０】
　本発明の別の実施形態は、デリバリーカテーテルアセンブリを形成する方法に関するも
ので、この方法は、先端保護スリーブを、細長カテーテルシースの遠位端上を制御装置に
向けてスライドさせ、次いで、この細長カテーテルシースの遠位領域上にバンプを固定す
るものである。代替的に、バンプを細長カテーテルシースの遠位領域上に固定し、次いで
、制御装置を細長カテーテルシースに取り付ける前に、先端保護スリーブを、細長カテー
テルシースの近位端上をバンプに向けてスライドさせてもよい。制御装置は、先端保護ス



(6) JP 2014-523758 A 2014.9.18

10

20

30

40

50

リーブが細長カテーテルシースの近位端から滑り落ちるのを防止すると共に、近位停止位
置を部分的に画定することができる。バンプは、先端保護スリーブが細長カテーテルシー
スの遠位端から滑り落ちるのを防止するとともに、遠位停止位置を部分的に画定すること
ができる。一実施形態では、バンプは、細長カテーテルシース上にバンドを圧着すること
により、細長カテーテルシースの遠位領域上に固定されてもよい。バンドの全長を圧着す
る必要はなく、一実施形態では、バンドの近位端のみが、細長カテーテルシース上に圧着
される。
【００１１】
　本発明の別の実施形態は、女性の身体の卵巣経路（例えば、卵管）などの体管腔（body
 lumen) 内にインサートを運ぶ（送る）方法に関する。本発明の実施形態に係るデリバリ
ーカテーテルアセンブリを利用して、先端保護スリーブが遠位停止位置に位置決めされ、
先端保護スリーブが、シールキャップの近位シールを通り、子宮鏡システムのアクセスポ
ートを通って子宮鏡システムのワーキングチャネル内へ挿入される。本発明の実施形態に
よれば、細長カテーテルシースとインサートの遠位端は、遠位停止位置にある先端保護ス
リーブと同時に、シールキャップの近位シールを通り、子宮鏡システムのアクセスポート
を通って、子宮鏡システムのワーキングチャネル内へ挿入される。細長カテーテルシース
とインサートの遠位端は、次いで、先端保護スリーブを通り、子宮鏡システムを越えて、
体腔内の標的位置まで前進することができ、そこでインサートが体内管腔内に配置される
。一実施形態では、細長シース及びインサートを標的位置まで前進させる前に、ビード又
はフレア部等のフランジ付き機械式停止部つまりフランジ付き止め具がシールキャップ（
シールキャップが用いられていない場合には、アクセスポート）に当接するまで、先端保
護スリーブを、シールキャップを通ってワーキングチャネル内へと前進させる。
【００１２】
　本発明の別の実施形態は、流体の漏れおよび噴出を減らすように構成されたシールキャ
ップに関する。このシールキャップは、近位シールと自閉シールとからなるダブルシール
、および子宮鏡システムのワーキングチャンネルを収容するノズルの回りに嵌められるよ
うになっている遠位シールを有していてもよい。前記ダブルシールにおいては、前記近位
シールを、デリバリーシステムがこの近位シールを挿通するときの流体漏れを減らし、自
閉シールを、デリバリーシステムが前記シールキャップ内に挿入されないときの流体漏れ
を減らすように、構成することができる。さらに、前記シールキャップは、異なる外寸ま
たは外径のノズルを有する複数の市販の子宮鏡システムに適合するよう構成しても良い。
そのような実施形態では、前記シールキャップは、異なる寸法（例えば、幅や直径）を有
する複数の肩部と、これら複数の肩部から前記自閉シールを空間的に分離する、前記自閉
シールの遠位側に隣接する分離チャンバとを備えることができる。
【００１３】
　本発明の別の実施形態は、デリバリーカテーテルアセンブリとシールキャップとを含む
キットに関する。そのような実施形態では、デリバリーカテーテルアセンブリは、前述の
ように、制御装置、遠位端と前記制御装置に接続された近位端とを有する細長カテーテル
シース、および細長カテーテルシース上にロックされた先端保護スリーブを有している。
前記シールキャップは、前述の通り、近位シール、自閉シール、および遠位シールを有す
ることができる。さらに、前記シールキャップは、前述したように、異なる外寸のノズル
を有する複数の市販の子宮鏡システムに適合するよう構成しても良い。
【００１４】
　本発明の別の実施形態は、前述のデリバリーカテーテルアセンブリと、導入器と、シー
ルキャップとを含むキットに関する。そのような実施形態では、前記導入器は、細長シャ
フトと、自閉となるように構成されたバルブとを有することができる。一実施形態では、
前記シールキャップは、前記導入器を受けてその回りをシールする近位シールと、子宮鏡
システムのワーキングチャンネルを収容するノズルに嵌められそのノズルの周りをシール
するようになっている遠位シールを有していてもよい。別の実施形態では、前記シールキ
ャップは、前述の近位シール、自閉シール、および遠位シールを有することができる。さ
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らに、前記シールキャップは、前述したように、異なる外寸のノズルを有する複数の市販
の子宮鏡システムに適合するよう構成しても良い。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図1は、デリバリーカテーテルアセンブリの側断面図である。
【００１６】
【図２】図2は、子宮鏡システムおよび導入器の等角図である。
【００１７】
【図３】図3は、子宮鏡システムの導入器およびワーキングチャネル内に挿入されたデリ
バリーカテーテルアセンブリの等角図である。
【００１８】
【図４】図4は、本発明の実施形態による先端保護スリーブの側面図である。
【００１９】
【図５Ａ】図5Aは、先端保護スリーブが近位停止位置にある本発明の実施形態によるデリ
バリーカテーテルアセンブリの側面図である。
【００２０】
【図５Ｂ】図5Bは、先端保護スリーブのフランジ付き止め具が制御装置のキャビティ内に
ある本発明の実施形態によるデリバリーカテーテルアセンブリの側面図である。
【００２１】
【図５Ｃ】図5Cは、先端保護スリーブが摩擦嵌合によって近位停止位置に固定された本発
明の実施形態によるデリバリーカテーテルアセンブリの側面図である。
【００２２】
【図５Ｄ】図5Dは、先端保護スリーブが近位停止位置にねじ込まれている本発明の実施形
態によるデリバリーカテーテルアセンブリの側面図である。
【００２３】
【図６】図6は、先端保護スリーブが遠位停止位置にある本発明の実施形態によるデリバ
リーカテーテルアセンブリの側面図である。
【００２４】
【図７】図7は、本発明の実施形態における細長カテーテルシース上の先端保護スリーブ
の近位端の拡大側面図である。
【００２５】
【図８】図8は、本発明の実施形態における細長カテーテルシース上の先端保護スリーブ
の近位端の拡大側断面図である。
【００２６】
【図９】図9は、本発明の実施形態による先端保護スリーブの側断面図である。
【００２７】
【図１０】図10は、本発明の実施形態による先端保護スリーブの側断面図である。
【００２８】
【図１１Ａ】図11Aは、シールバルブを組み込んだ本発明の実施形態による先端保護スリ
ーブの側断面図である。
【図１１Ｂ】図11Bは、シールバルブを組み込んだ本発明の実施形態による先端保護スリ
ーブの側断面図である。
【図１１Ｃ】図11Cは、シールバルブを組み込んだ本発明の実施形態による先端保護スリ
ーブの側断面図である。
【００２９】
【図１２Ａ】図12Aは、本発明の実施形態において子宮鏡システムのワーキングチャネル
内にデリバリーカテーテルアセンブリを挿入するときの等角図である。
【図１２Ｂ】図12Bは、本発明の実施形態において子宮鏡システムのワーキングチャネル
内にデリバリーカテーテルアセンブリを挿入するときの等角図である。
【図１２Ｃ】図12Cは、本発明の実施形態において子宮鏡システムのワーキングチャネル
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内にデリバリーカテーテルアセンブリを挿入するときの等角図である。
【００３０】
【図１３Ａ】図13Aは本発明の一実施形態によるシールキャップの側断面図である。
【００３１】
【図１３Ｂ】図13Bは本発明の一実施形態によるシールキャップの等角図である。
【００３２】
【図１４Ａ】図14Aは、本発明の一実施形態による自閉シールの上面図である。
【図１４Ｂ】図14Bは、本発明の一実施形態による自閉シールの上面図である。
【００３３】
【図１４Ｃ】図14Cは、本発明の一実施形態による自閉シールの側面図である。
【００３４】
【図１５Ａ】図15Aは、本発明の一実施形態による近位シールの拡大側面図である。
【図１５Ｂ】図15Bは、本発明の一実施形態による近位シールの拡大側面図である。
【００３５】
【図１６】図16は本発明の一実施形態によるシールキャップの側断面図である。
【００３６】
【図１７Ａ】図17Aは、本発明の一実施形態による、一外寸を有するノズルの側面図であ
る。
【図１７Ｂ】図17Bは、本発明の一実施形態による、別の外寸を有するノズルの側面図で
ある。
【図１７Ｃ】図17Cは、本発明の一実施形態による、別の外寸を有するノズルの側面図で
ある。
【００３７】
【図１７Ｄ】図17Dは、本発明の一実施形態による、一外寸を有するノズルの側断面図で
ある。
【図１７Ｅ】図17Eは、本発明の一実施形態による、別の外寸を有するノズルの側断面図
である。
【図１７Ｆ】図17Fは、本発明の一実施形態による、別の外寸を有するノズルの側断面図
である。
【００３８】
【図１８】図18は、本発明の一実施形態によるキットの側面図である。
【図１９】図19は、本発明の一実施形態によるキットの側面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３９】
　本発明の実施形態は、一般的に、子宮鏡システムその他の女性生殖器系にアクセスする
ための光学外科装置などの内視鏡のワーキングチャネルの中にデリバリーカテーテルアセ
ンブリを挿入する装置および方法を提供する。種々の実施形態および側面を、以下に説明
する詳細を参照して説明する。添付の図面は、様々な実施形態を示す。以下の説明及び図
面は、本発明の例示であり、本発明を限定するものとして解釈されるべきではない。本発
明の様々な実施形態が完全に理解されるように、多数の具体的な詳細が記載されている。
しかしながら、幾つかの例においては、本発明の実施形態の簡潔な説明を提供するため、
周知又は従来の詳細は記載されていない。
【００４０】
　一実施形態では、デリバリーカテーテルアセンブリは、制御装置、遠位端と制御装置に
接続された近位端とを有する細長カテーテルシース、および先端保護スリーブを含む。図
4を参照すると、先端保護スリーブ300は、細長いシャフト（以下、細長シャフト）302、
近位端にあるフランジ付き止め具304、および遠位端306を含むことができる。遠位端306
は、シールキャップの貫通（つまり、突き抜け、突き通し）を補助するために、平坦又は
傾斜していてもよい。一実施形態では、遠位端306は約45度傾斜した先端を有する。細長
シャフト302は、成形可能でありシールキャップを突き通すときに曲がらない材料で、か
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つそのような厚さに形成することができる。例えば、細長シャフト302は、例えば、ポリ
エーテルエーテルケトン（PEEK）などの材料から形成することができる。
【００４１】
　フランジ付き止め具304は、図5A-12Cを参照して更に詳しく説明するように、様々な機
能を提供し、様々な材料から形成され、様々な形状および大きさを有することができる。
例えば、フランジ付き止め具304は、ポリカーボネートなどの成形可能な材料から形成す
ることができ、また細長シャフト302と同じ材料から形成することもできる。フランジ付
き止め具304は、ワーキングチャネル内への先端保護スリーブ300の挿入深さを制御する停
止機構として作用するために、ワーキングチャネルへの対応するアクセスポート開口部の
内径（ID）または（もし存在していれば）シールキャップの近位シールの内径（ID）より
も大きいサイズと形状とすることができる。フランジ付き止め具304はまた、カテーテル
アセンブリの細長カテーテルシース404の長さにわたって先端保護スリーブ300がスライド
するのを補助するために、操作者の手によって掴めるようなサイズと形状に形成されても
よい。ちなみに、一つの機能は、先端保護スリーブ300の近位端におけるハンドルとして
の機能である。フランジ付き止め具304には、ワーキングチャネル内にデリバリーカテー
テルアセンブリを挿入することに伴う流体噴出および漏れの量を低減するために、シール
バルブを組み込むことができる。
【００４２】
　図5A～図6を参照すると、本発明の実施形態によるデリバリーカテーテルアセンブリ400
が示されている。そこでは、先端保護スリーブ300は、細長カテーテルシース404にロック
され、細長カテーテルシース404上をある長さにわたってスライド可能である。デリバリ
ーカテーテルアセンブリ400は、細長カテーテルシース404の遠位端を越えて制御装置402
に向かって先端保護スリーブ300をスライドさせ、次いで、細長カテーテルシース402の遠
位領域の上にバンプ408を固定することによって形成することができる。代わりに、バン
プ408を細長カテーテルシース402の遠位領域上に固定し、次いで、制御装置402を細長カ
テーテルシース402へ取り付ける前に、先端保護スリーブ300を細長カテーテルシース402
の近位端上をバンプ408の方へとスライドさせてもよい。制御装置402は、先端保護スリー
ブ300が細長カテーテルシース402の近位端から滑り落ちるのを防止し、近位停止位置を部
分的に画定することができる。バンプ408は、先端保護スリーブ300が細長カテーテルシー
ス402の遠位端から滑り落ちるのを防止し、遠位停止位置を部分的に画定することができ
る。操作者は、手で、例えば親指と人差し指で、フランジ付き止め具304をつかんで、先
端保護スリーブ300を近位停止位置と遠位停止位置の間で細長カテーテルシース404上をス
ライドさせてもよい。
【００４３】
　図5Aは、近位停止位置に位置する先端保護スリーブ300の図である。図5Aに示した実施
形態では、フランジ付き止め具304は、制御装置402の遠位端に当接する。但し、細長カテ
ーテルシース404に沿った他の近位停止位置が、本発明の他の実施形態では企図されてい
る。例えば、図5B-5Dは、フランジ付き止め具304が制御装置402の遠位部分に位置するキ
ャビティ420内をスライドすることを可能とするように制御装置402が構成された実施形態
の説明図である。このような実施形態は、細長カテーテルシース404の完全な作業長を利
用するために、使用中、有用である。このようにして、動作中、所望すれば、制御装置40
2の遠位端を前進させて、子宮鏡システムのアクセスポート206またはシールキャップ230
の近位シール232に当接させることができる。あるいは、制御装置402の遠位端304を、子
宮鏡システムのアクセスポート206又はシールキャップ230を越えて前進させてもよく、フ
ランジ付き止め具304はアクセスポート206またはシールキャップの近位シール232に当接
（隣接）することができる。図5Bに示すように、フランジ付き止め具304を、キャビティ4
20内に滑り込ませて、近位停止位置におけるキャビティの後壁422に当接させることがで
きる。フランジ付き止め具304はまた、近位停止位置でハンドル402に固定するように構成
されてもよい。例えば、図5Cは、フランジ付き止め具304がキャビティ420内に滑り込んで
、このキャビティの斜壁との摩擦嵌合(friction fitting)により近位停止位置に固定され
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る実施形態の説明図である。また、図5Dは、フランジ付き止め具304がキャビティ420にね
じ込まれて、フランジ付き止め具304のねじ330がキャビティ420内のねじと螺合304して先
端保護スリーブ300を近位停止位置に固定する実施形態の説明図である。一実施形態では
、先端保護スリーブ300を制御装置402に固定するのに適した締結機構(fastening mechani
sm)は、子宮鏡システムのワーキングチャネルからデリバリーカテーテルアセンブリ400を
引き抜く間、先端保護スリーブ300を近位停止位置に保持することができる。
【００４４】
　次に図6を参照すると、操作者は、先端保護スリーブを、近位停止位置と図6に示された
遠位停止位置との間で細長カテーテルシース404上をスライドさせてもよい。図に示すよ
うに、先端保護スリーブ300の遠位端306は、遠位停止位置にあるとき、細長カテーテルシ
ース404およびインサート406の遠位端を越えて遠位に延びることができる。このようにし
て、先端保護スリーブ300は、シールキャップを貫通している間およびワーキングチャネ
ルへ挿入して子宮鏡システムのバルブクランプを過ぎる間、細長カテーテルシース404と
インサート406の先端を保護することができる。
【００４５】
　干渉停止部は遠位停止位置を決定し、先端保護スリーブ300が細長カテーテルシース404
の遠位端から滑り落ちるのを防止できる。一実施形態では、干渉停止部は、雌干渉部分が
細長カテーテルシース上をスライドするのを妨害する雄干渉部分を備えている。再び図5A
を参照すると、雄干渉部分は、細長カテーテルシース404に固定されたバンプ408を含むこ
とができる。バンプ408は、細長カテーテルシースの円周の一部のみに沿って形成されて
もよく、または細長カテーテルシースの周囲を取り囲んでもよい。一実施形態では、バン
プ408は細長カテーテルシースの周囲に固定されそれを取り囲むバンドである。一実施形
態では、バンプ408は、細長カテーテルシース404の除去に伴って先端保護スリーブを子宮
鏡システムのワーキングチャネルから確実に除去できるようにするのに十分な剪断強度を
有する細長カテーテルシース404に固定されている。
【００４６】
　図7は本発明の一実施形態による細長カテーテルシース上の先端保護スリーブの近位端
の拡大側面図である。図8は、本発明の実施形態による、細長カテーテルシース上の先端
保護スリーブの近位端の拡大側断面図である。図7-8に示すように、フランジ付き止め具
は、筒状のビード304Aであってもよい。但し、本発明の実施形態は、このような形状に限
定されるものではない。一実施形態では、ビード304Aは、接着剤でシャフト302に固定さ
れる。
【００４７】
　図8を参照すると、一実施形態において、ビード304Aは細長シャフト302の近位端に固定
される。ビード304Aは、細長シャフト302の近位端を包囲する遠位部分308、細長シャフト
302の近位側に延びる肩部310、およびバックストップ312を含むことができる。遠位部分3
08は、接着剤により細長シャフト302に固定してもよい。一実施形態では、バックストッ
プ312は、細長シャフト302の近位端と境を接している。バックストップ312は、細長シャ
フト302の厚さよりも大きい高さを有することができる。例えば、その高さは、バックス
トップの内側直径つまり内径（ID)とビード304Aの遠位部分308の内径（ID)との距離と定
義することができる。本発明の種々の実施形態によれば、バックストップ312の寸法およ
び位置は、バンプ410の寸法と位置に関係して、干渉停止部を形成する。この干渉停止部
は遠位停止位置を画定し、先端保護スリーブが細長カテーテルシース404の遠位端から滑
り落ちるのを防止する。
【００４８】
　一実施形態では、先端保護スリーブ300は「Essure」（登録商標）デリバリーカテーテ
ルアセンブリ上にロックされる。このような実施形態では、細長カテーテルシース404のI
Dは0.0405インチ～0.0420インチであり、細長カテーテルシース404の外径（OD）が0.0538
インチ～0.0560インチである。細長カテーテルシース404はまた、商標名PEBAXで知られて
いるポリエーテルブロックアミドで形成することができる。細長カテーテルシース404のO
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Dは、バンプ408のIDを決定するために使用されてもよい。一実施形態では、バンプ408は
、0.0545インチ～0.0555インチのIDと、0.0575インチ～0.0580インチのODを有する。一実
施形態では、バンプ408のIDは、細長カテーテルシース404の外径よりも小さくてもよい。
別の実施形態では、細長カテーテルシース404のODは、バンプ408のIDよりも小さい。例え
ば、細長カテーテルシース404のODは0.0538インチ～0.0542インチである。
【００４９】
　バンプ408は、細長カテーテルシースに固定されそれを取り囲むバンドであってもよい
。バンプ408は、接着剤や圧着などの種々の機構によって細長カテーテルシース404に固定
してもよい。一実施形態では、バンプ408は、デリバリーカテーテルアセンブリの動作中
（使用中）の変形に抵抗するのに十分な強度を有しつつ、しかも圧着に適するのに十分な
可鍛性がある材料で形成されている。例えば、ステンレス鋼が好適な強度及び展性（可鍛
性）を有する。一実施形態では、図8に示すように、バンドの遠位端410のみが、細長カテ
ーテルシースに圧着される。これは、近位端部を、0.0575インチ～0.0580インチの元のOD
のままにしておいて、雌干渉部分の一部として機能するバックストップ312のIDと干渉す
る雄干渉部として機能させる。バンプ408の実施形態をビード304Aと動作上の関係がある
ものとして図8で詳細に説明したが、バンプ408は、例えば、図9-11cに示したような他の
フランジ付き止め具と動作上の関係があるようにしてもよい。
【００５０】
　さらに図8を参照すると、ビード304Aは、様々な材料で形成され、様々な機能を実行す
るための様々な形状および大きさを有してもよい。一側面では、ビード304Aは、ワーキン
グチャネル内への先端保護スリーブ300の挿入深さを制御する停止機構として作用するた
めに、ワーキングチャネルへの対応するアクセスポート開口部の内径（ID）または（もし
存在していれば）シールキャップの近位シールの内径（ID）よりも大きいサイズと形状と
することができる。一側面では、ビード304Aは、操作者が把持するためのハンドルとして
機能を果たすことができる。別の側面では、ビード304Aは、雌干渉部分の一部として機能
するバックストップ312を含むことができる。一実施形態では、ビード304Aは、約0.112イ
ンチのODを有する。ビード304Aの遠位部分308は、約0.070のIDを有していてもよく、細長
シャフト302のODに接着されてもよい。バックストップ312は、バンプ408の近位端のODよ
りも小さいIDを有していてもよい。例えば、バックストップ312は0.0565インチ～0.0575
インチのIDを有してもよい。このような実施形態では、バックストップ312は、ビード304
のIDからビード304の遠位部のIDまで延びる高さ、つまり約0.013インチの高さを有する。
【００５１】
　本発明の実施形態によれば、先端保護スリーブ300はデリバリーカテーテルアセンブリ4
00にロックされてもよい。シールキャップを貫通するため、そして、ワーキングチャネル
内へ挿入し、子宮鏡システムのバルブクランプを通過する間、インサート406、細長カテ
ーテルシース404またはガイドワイヤの先端を保護するために、シャフト302が使用されて
もよい。一実施形態では、シャフト302と細長カテーテルシース404とを、かなりの量の流
体（例えば、生理食塩水）を外に噴出（spray-back)させることもデリバリーカテーテル
アセンブリから漏れ出させることもなく、子宮鏡システムのワーキングチャネル内へと前
進させることができる。体管腔(body lumen)にインサート406を送るために、細長カテー
テルシース404は、シャフト302を通ってさらにスライドするが、デリバリーカテーテルア
センブリ400は、かなりの量の流体の漏れを許容しない。体管腔にインサート406を送る（
運ぶ）ために、細長カテーテルシース404は、シャフト302を通ってさらにスライドするが
、デリバリーカテーテルアセンブリ400は、かなりの量の流体の漏れを許容しない。次に
図12Aを参照すると、シャフト302は、シールキャップ230の近位端にある近位シール232を
シャフト302の先端で突き通すことができる。シャフト302の外径は近位シール232に密に
嵌合して、シールキャップ230と先端保護スリーブ300との間に水密シールを効果的に形成
してもよい。
【００５２】
　流体噴出と漏れの減少は、先端保護スリーブ300の形状と寸法を制御することによって
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も達成することができる。それは細長カテーテルシース404およびバンプ408と相互作用す
るからである。一実施形態では、シャフト302の長さは、先端部306の近位端から遠位端ま
で約2.82インチであり、先端部は傾斜していてもよい。シャフト302は、0.0585インチ～0
.0605インチのIDと、0.0690インチ～0.0710インチのIDを持つことができる。シャフト302
のIDは、流体がシャフト302と細長カテーテルシース404（及びバンプ408）の間を流れる
のは許容しないが、細長カテーテルシース404がシャフト302内をスライドして前進するこ
とを許容するように選択することができる。そのような実施形態では、細長シャフト302
のID（例えば0.059インチ）と細長カテーテルシース404のOD（例えば、0.055インチ）と
の間の最小クリアランスが、噴出および漏洩に対して十分に抗することができる。このよ
うな最小クリアランスは、細長シャフト302および細長カテーテルシース404の一定の直径
をオーバーラップさせるのに有効であり得る。
【００５３】
　次に図9を参照すると、先端保護スリーブ300Bのための実施形態が示されている。同図
に示すように、先端保護スリーブ300Bは、細長シャフト302、ビード304Bおよび内側シャ
フト320を含む。先端保護スリーブ300Bは、先端保護スリーブ300と同様に動作するが、一
つの違いは、そのバックストップ322が内側シャフト320の遠位端であることである。その
ような実施形態では、バンプ408が内側シャフト302の遠位端であるバックストップ322と
干渉し合うように先端保護スリーブ300Bの形状および寸法が制御される。そのような実施
形態においては、ビード304Bは、ワーキングチャネル内への先端保護スリーブ300Bの挿入
深さを制御する停止機構として作用するような寸法と形状を有し、操作者による把持のた
めのハンドルとしての機能を果たすことができる。
【００５４】
　次に図10を参照すると、先端保護スリーブ300Cのための別の実施形態が示されている。
同図に示すように、先端保護スリーブ300Cは、細長シャフト302、ネック部322、およびフ
レア部分304Cを含んでいる。先端保護スリーブ300Cは、先端保護スリーブ300及び300Bと
同様に動作する。 1つの違いは、ネック部322がバンプ408のためのバックストップとして
作用することである。ネック部322は、細長シャフト302と一体的に形成されていてもよく
、または細長シャフト302の内径に接合された別個の部材であってもよい。同様に、フレ
ア部分304Cは、細長シャフト302と一体的に形成されていてもよく、または細長シャフト3
02の外径に接合された別個の部材であってもよい。そのような実施形態においては、フレ
ア部304Cは、ワーキングチャネル内への先端保護スリーブ300Cの挿入深さを制御するフレ
ア付き止め具（機械式停止部）として作用するような寸法と形状を有し、操作者による把
持のためのハンドルとしての機能を果たすことができる。
【００５５】
　本発明によれば、細長カテーテルシース404がその長さに沿って一定のOD（外径）を持
っていない実施形態も考えられる。いくつかの実施形態によれば、細長カテーテルシース
404のODの変化に対応するため、あるいは、一定のODを有する細長カテーテルシース404を
より効果的に密封するために、先端保護スリーブ300は、IDが変化してもよく、バルブを
含むこともできる。再び図9を参照すると、内側シャフト320は、細長シャフト302のIDよ
り小さいIDを有するものとして示されている。干渉部分としての機能に加えて、内側シャ
フト320のIDは、細長カテーテルシース404のODの減少を、より効果的に吸収することがで
きる。再び図10を参照すると、ネック部322のIDも、干渉部分としての機能に加えて、細
長カテーテルシース404のODの減少を、より効果的に吸収することができる。したがって
、内側シャフト320のIDまたはネック部分322のIDと細長カテーテルシース404のODとの間
の最小クリアランスによって、流体噴出に対して一層対抗することができる。
【００５６】
　図11A-11Cは、デリバリーカテーテルアセンブリの先端保護スリーブと細長シースとの
間での流体噴出および漏れの量を減少させるために種々のシールバルブを組み込んだ先端
保護スリーブの実施形態の図である。別個に示されてはいるが、当然のことながら、図11
A-11Cに示した実施形態は本発明の他の実施形態と組み合わせてもよい。より具体的には
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、図11A-11Cの図面を参照して説明するシールバルブのいずれも、近位停止位置および遠
位停止位置を説明した実施形態のいずれとも組み合わせることができる。
【００５７】
　図11Aは、細長シャフト302と、ハウジング304Dと、バルブ340とを含む先端保護スリー
ブ300Dの図である。ハウジング304Dは、ワーキングチャネル内への先端保護スリーブ300D
の挿入深さを制御する停止機構として機能するとともに、操作者による把持のためのハン
ドルとしての機能を果たすことができる。細長シャフト302は、ハウジング304Dの遠位先
端部342に結合している。遠位先端部342は、遠位停止位置で細長カテーテルシース404に
固定されたバンプ408との干渉のためのバックストップとして機能することができる。ハ
ウジング304Dは、さらに、細長カテーテルシース404のODの変化を吸収することのできる
バルブ340を収容している。バルブ340は、カテーテルシャフトが通過するのを可能とする
スリットを遠位端に有するシリコーンバルブであってもよい。たとえば、バルブ340は、
ダックビルバルブ(duckbill valve)であってもよい。シリコーン材は、シールを提供しつ
つ、スリットが異なる形状又は直径に適合するのを可能にすることができる。シリコーン
バルブの遠位端の構造（形状）により、流体が遠位から近位に通過しようとするとき、バ
ルブの端部が押圧され、バルブの端部に溝(chamfer)があることにより閉鎖される。代替
構成においては、バルブ340は、たとえば、円錐形バルブまたはスリットシールであり得
る。幾つかの実施形態では、先端保護スリーブ300はさらに、細長カテーテルシース404を
受けてその回りにシールを形成する（つまり、細長カテーテルシース404の回りを封止す
る）Ｏリングシールなどのシール341を備えてもよい。
【００５８】
　図11Bは、細長シャフト302と、ハウジング304Eと、圧縮バルブ350とを含む先端保護ス
リーブ300Eの図である。圧縮バルブ350は、Oリング352にねじ込まれてOリング352を細長
カテーテルシース404に対して押圧するスクリューキャップ354を含む。ハウジング304Eは
、ワーキングチャネル内への先端保護スリーブ300Eの挿入深さを制御する停止機構として
機能するとともに、操作者による把持のためのハンドルとしての機能を果たすことができ
ることができる。細長シャフト302は、ハウジング304Eの遠位先端部342に結合することが
できる。遠位先端部342は、遠位停止位置で細長カテーテルシースに固定されたバンプと
の干渉のためのバックストップとして機能することができる。
【００５９】
　図11Cは、細長シャフト302と、ハウジング304Fと、圧縮バルブ360とを含む先端保護ス
リーブ300Fの図である。圧縮バルブ360は、キャップ362と、圧縮バネ364と、ハウジング
内の薄肉の管（図示せず）とを含む。例えば、薄肉の管は、シリコーンなどの材料から形
成することができる。キャップ362とハウジング304Fとの間のねじは、この管にねじれの
動きを与える。この管がねじれたとき、管の内径は、絞り(iris)のようにしっかりと閉じ
られる。圧縮ばね364がキャップ362を伸張状態に維持し、ねじが前記ねじれを保持つまり
絞りを閉じたままにする。キャップ362がハウジング304Fの方へと押し込まれると（スプ
リング押圧）、キャップ362 はねじれを解き、絞りが開く。このように、絞りの開口は、
細長カテーテルシース404のODに基づいて調整することができる。ハウジング304Fは、前
記ハウジング300Dおよび300Eと同様に、ワーキングチャネル内への先端保護スリーブ300E
の挿入深さを制御する停止機構として機能するとともに、操作者による把持のためのハン
ドルとしての機能を果たすことができる。細長シャフト302は、遠位停止位置で細長カテ
ーテルシースに固定されたバンプとの干渉のためのバックストップとして機能することが
できるハウジング304Fの遠位先端342に結合することができる。
【００６０】
　本発明の実施形態によるデリバリーカテーテルアセンブリは、女性の体の卵巣経路（例
えば、卵管）にインサートを送るために利用されてもよい。デリバリーカテーテルアセン
ブリは、シールキャップを突き刺し、ワーキングチャネル内に入って子宮鏡のバルブクラ
ンプを通過する間、細長カテーテルシース、ガイドワイヤ、またはインサートの先端部を
保護し、また、子宮鏡システムのワーキングチャネルにデリバリーカテーテルアセンブリ



(14) JP 2014-523758 A 2014.9.18

10

20

30

40

50

を挿入することに伴う流体の噴出および漏れ量を低減することができる。一実施形態では
、デリバリーカテーテルアセンブリは、制御装置、遠位端と前記制御装置に接続された近
位端とを有する細長カテーテルシース、および、前記細長カテーテルシース上にロックさ
れ、細長カテーテルシースの長さに沿った近位停止位置と遠位停止位置との間で、細長カ
テーテルシース上をスライド可能な先端保護スリーブを備えている。デリバリーカテーテ
ルアセンブリは、細長カテーテルシース内に取り外し可能に配置されたインサートを含む
ことができる。一実施形態では、インサートは、細長カテーテルシースを越えて遠位方向
に延びている。図5に示すように、一実施形態では、インサートは、プリフォーム屈曲部
を備えている。このプリフォーム屈曲部は、卵管の湾曲部内のナビゲーションを補助する
ために利用することができる。このデリバリーカテーテルアセンブリを提供したとき、操
作者は、先端保護スリーブ300を図6に示す遠位停止位置に位置決めするために、フランジ
付き止め具304または先端保護スリーブ300の他の適切な部分を掴むことができる。シール
バルブが先端保護スリーブ300に存在する場合、流体の噴出および漏れを防ぐための最適
なシールを提供するために、必要に応じて、このシールバルブを細長カテーテルシース40
4に対して締め付けて（つまり密着させて）もよい。
【００６１】
　次に図12A-12Cを参照すると、操作者は次に、シールキャップ230の近位シール232を先
端保護スリーブ300で突き通し、この先端保護スリーブ300を、子宮鏡システム200のアク
セスポート206を通って、子宮鏡システムのワーキングチャネル202内へと挿入することが
できる。挿入中に、先端保護スリーブ300を、子宮鏡システムのバルブクランプ208を越え
て前進させることができる。先端保護スリーブは、インサート406の露出部分がバルブク
ランプ208に引っ掛かって、インサートの完全性を損なうことを防止する。本発明の複数
の実施形態によれば、細長カテーテルシース404及びインサート406の遠位端410は、遠位
停止位置にある先端保護スリーブ300と同時に、シールキャップ230およびアクセスポート
206を通って子宮鏡システムのワーキングチャネル202内に挿入される。先端保護スリーブ
300と細長カテーテルシース404の同時挿入は、導入器の次に細長カテーテルシースが続く
順次挿入に関係する流体噴出の問題を回避することができる。一実施形態では、先端保護
スリーブ300は、図12Ｂに示すようにフランジ付き止め具304がアクセスポート206又はシ
ールキャップ230（存在する場合）に当接するまで、細長カテーテルシース及びインサー
ト406と同時にワーキングチャネル内へと前進することができる。
【００６２】
　その後、図12Cに示すように、細長カテーテルシース404の遠位端410は、子宮鏡システ
ム200を過ぎて前進して、体管腔（body lumen)内の標的位置へ至る。次いで、インサート
406をその体管腔内に配置する。操作者の好みに応じて、先端保護スリーブ300は、細長カ
テーテルシース404の前進およびインサート406の設置処置の間、ワーキングチャネル202
に挿入されたままであってもよいし、ワーキングチャネル202から除去されてもよい。本
発明の多くの実施形態によれば、先端保護スリーブ300が恒久的に細長カテーテルシース
にロックされることがわかる。また、例えば、先端保護スリーブ300に引裂ジョイント（t
ear joint）を含めることで、最初にカテーテルアセンブリをワーキングチャネル内まで
進めた後、先端保護スリーブ300をカテーテルアセンブリから取り除くこともできるであ
ろう。この場合、先端保護スリーブは、操作者が細長カテーテルシースから手で引きちぎ
ることができる。
【００６３】
　一実施形態では、先端保護スリーブ300上のフランジ付き止め具304はアクセスポート20
6またはシールキャップ230（それが存在する場合）に当接している間、細長カテーテルシ
ース404のインサート406および遠位端410が体管腔内の標的位置まで進められる。フラン
ジ付き止め具304と制御装置402との間に延びる細長カテーテルシース404の量は、処置手
順および患者の解剖学的構造に依存し得る。操作者が細長カテーテルシース404の利用可
能なワーキング長の全てを患者に挿入し、制御装置402をアクセスポートまたはシールキ
ャップ（それが存在する場合）まで進めたいと考える状況が生じることが考えられる。本
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発明の図5B-5Dに示された幾つかの実施形態によれば、フランジ付き止め具304を収容する
ために、制御装置402内にキャビティ420を含めることで可能であり得る。
【００６４】
　インサート406が体管腔内に配置されると、デリバリーカテーテルアセンブリは子宮鏡
システムのワーキングチャネルから引き抜かれる。一実施形態では、ワーキングチャネル
からデリバリーカテーテルアセンブリ400を引き抜く間、細長カテーテルシース404上のバ
ンプ408が先端保護スリーブ300のバックストップに当たって近位側に引き抜かれるので、
先端保護スリーブ300も子宮鏡システム200のワーキングチャネル202から引き抜かれるこ
とになる。別の実施形態では、先端保護スリーブ300上のフランジ付き止め具304を、制御
装置402に固定することができる。このようにして、ワーキングチャネルからデリバリー
カテーテルアセンブリ400を引き抜く間、先端保護スリーブ300は制御装置402に固定され
たままとなる。
【００６５】
　別の実施形態では、子宮鏡システムのワーキングチャンネル202へのアクセスポート206
を有するノズル204に嵌め込まれるシールキャップは、膨満液の噴出および漏れをさらに
防止するように構成されてもよく、さらにまた、外寸（例えば、幅や直径）が異なるノズ
ルをそれぞれ有する複数の市販の子宮鏡システムに適合するよう構成されてもよい。
【００６６】
　次に図13A-13Bを参照すると、シールキャップ530は、遠位シール538と、直列に（順番
に）並ぶ近位シール534および自閉シール536からなるダブルシールとを有するので、シー
ル534、536の一方が常に封止を行って、漏れ及び漏出を防ぐ。近位シール534と自閉シー
ル536はチャンバー535によって分離されても良い。近位シール534は、Oリング等のオープ
ンシールであってもよく、物体（例えば、図１に示したようなデリバリーカテーテルアセ
ンブリの細長カテーテルシース104、カリフォルニア州マウンテン/ビューのコンセプタス
社から入手可能なDryFlow（ドライフロー）（商標）インデューサ等の導入器、または図1
2A-12Cに示したデリバリーカテーテルアセンブリ上の先端保護スリーブ300の細長シャフ
ト302等）を封止するように構成することができる。遠位シール538は、Oリング等のオー
プンシールであってよく、種々の市販の子宮鏡システム200のためのアクセスポート206を
有するノズル204に嵌められてそのノズル204をシールするように構成することができる。
自閉シール536は、貫通可能ではあるが自己閉鎖することにより物体が挿通されないとき
の流体の漏れ及び噴出を防止するように構成されている。ある実施形態では、自閉シール
536は、子宮鏡システムのワーキングチャンネル内の膨満液圧によりセルフシール（自己
封止）してもよい。図13A-13Bに示した特定の実施形態では、自閉シール536はダックビル
バルブとして描かれているが、他のタイプの自閉シールを用いてもよい。例えば、図14A-
14Cについて言うと、自閉シール536は、例えば、クロスハッチシール540、スリットシー
ル542、または、ダックビルバルブ若しくは円錐形バルブ544の形をとることができる。
【００６７】
　図15A-15Bには、本発明の実施例に係る近位シール534の拡大図が示されている。図15A
に示されるように、近位シール534は、その内寸（例えば、幅や直径）が、近位シール534
を挿通する物体に接触してシールするようになっているＯリング550を備えていてもよい
。Ｏリング550は一様な内寸を有するものとして図示しているが、Ｏリングの内寸は必ず
しも一定でなく、丸く湾曲していてもよく、Ｏリングの形状又は高さを調整することで、
挿入された物体に対するＯリングの接触表面積の量を調節することが可能であることは理
解されるべきである。例えば、図15Bは、挿入された物体に接触してその物体をシールす
るように構成された複数の丸く湾曲したＯリング550を含んだ近位シール534を示している
。そのような実施形態において、それらの複数のＯリングは近位シール534が物体と接触
する全表面積を低減でき、これにより、摩擦を減らし、操作者による一層制御された物体
（導入器またはデリバリーカテーテルアセンブリ）の操作が可能となる。図15Bには２つ
のＯリングが示されているが、１以上のＯリングを含めることができることがわかる。
【００６８】
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　本発明の実施形態によれば、シールキャップ530は、異なる外寸のノズルを有する種々
の市販の子宮鏡システムに適合するよう構成される。図16に示すように、シールキャップ
530は、前述したような近位シール534、自閉シール536、および遠位シール538を含んでい
る。図16に示した実施形態において、近位シール534は、図15Bに関して説明した複数のＯ
リングを備えており、自閉シール536は図14Bに関して説明したスリットシールである。但
し、本発明の実施形態は図示されたこれら特定のシールに限定されるものでなく、本発明
の実施形態によればシールの他の組み合わせが考えられることはもちろんである。なおも
図16を参照すると、シールキャップ530は、市販の種々の子宮鏡システムの異なるノズル
の外寸（例えば、幅や直径）に対応するために異なる寸法（例えば、幅や直径）を有する
複数の段になった肩部542,544を備えていてもよい。２つの肩部542,544が図示されている
が、１以上の肩部が存在すればよい。使用において、シールキャップ530は、子宮鏡シス
テム200のノズル204上に嵌め込まれ、アクセスポート206が肩部542,544の一つに当接する
までノズル上を前進させられる。幾つかの実施形態において、各肩部542,544に対応する
各チャンバー領域543，545の内寸は、市販の子宮鏡システム200のためのアクセスポート2
06を含むノズル204領域の外寸よりもほんの僅かに大きい。こうして、チャンバー領域543
、545の内寸は、シールキャップと子宮鏡システムのワーキングチャンネルとの位置合わ
せ（アラインメント）を補助し、デリバリーカテーテルアセンブリのインサート106，406
等（これらに限定されない）の物体の遠位端（先端）に損傷を与えることなく、物体（例
えば、導入器またはデリバリーカテーテルアセンブリ）を良好に挿入するのを可能とする
。
【００６９】
　シールキャップ530には、さらに、遠位側に、自閉シール536と境を接し（隣接する）自
閉シール536を複数の段状の肩部542,544から空間的に分離する分離チャンバー540が設け
られていてもよい。この空間的分離は、ノズル204が自閉シール536に当接するのを妨げ、
それによってアクセスポート206が、デリバリーカテーテルアセンブリが自閉シール536を
貫通するのを困難にするというリスクを減らす。このようにして、この空間的分離は、デ
リバリーカテーテルアセンブリのインサート106，406等（これらに限定されない）の物体
の遠位端（先端）に損傷を与えることなく、物体が自閉シール536を良好に挿通するのを
可能とする。
【００７０】
　種々の外寸を有するノズル204A-204Cの、シールキャップ530が装着される前の状態が図
17A-17Cに示され、シールキャップ530がそれぞれのノズル204A-204Cに装着された後の状
態が図17D-17Fに示されている。図示の通り、小さい外寸を有するノズル204Aは、シール
キャップ530の肩部542に当接する。ある実施形態では、ノズル204Aの外寸は、肩部542に
対応するチャンバー領域543の内寸よりもほんの僅かに小さい。ノズル204B,204Cは同様に
、シールキャップ530の肩部544に当接する大きい外寸を持つものとして示されている。あ
る実施形態では、ノズル204B,204Cの外寸の一部は肩部544に対応するチャンバー領域545
の内寸よりもほんの僅か小さい。これら全ての図において、ノズル204A-204Cは、自閉シ
ール536の遠位側に隣接する分離チャンバー540によって自閉シール536から空間的に分離
されている。
【００７１】
　シールキャップ530が異なる外寸を有する異なるタイプのノズルに嵌まってその周囲に
シールを形成するとともに、導入器またはデリバリーカテーテルアセンブリによって突き
刺され（貫通され）てその回りにシールを形成するように、シールキャップ530は、十分
な柔軟性、強度及び引き裂き抵抗を有するその分野で知られた適切な材料で作ることがで
きる。そのような適切な材料には、シリコーン、ゴム、その他のプラスチックが含まれる
。ある実施形態では、ノズル204の遠位領域は、シールキャップ530の遠位シール538の内
寸よりも大きい外寸を有する。そのような実施形態において、シールキャップは、より大
きい外寸を有するノズル204領域がより小さい外寸を有する遠位シール538内を通過するの
を許容するのに十分な、かつ漏れおよび噴出を防止するノズル204回りの密なるシールを
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形成するのに十分な柔軟性を有する材料で形成されている。そのような実施形態において
は、内側の肩部542,544とそれらに対応するチャンバー543，545は、ノズル204を収容しか
つノズル204と整列するために、シール538の内寸よりも大きい内寸を有していてもよい。
また、近位シール534は、遠位シール538及び内側の肩部542,544ならびに対応するチャン
バー543，545よりも小さい内寸を有していてもよい。一つの変形例では、シールキャップ
530は、親水性材料のコーティングから形成されるか、親水性材料のコーティングを含ん
でいてもよい。それは、少量の膨満液を吸収し、それにより漏れをさらに防止するためで
ある。
【００７２】
　本発明の実施形態では、流体漏れまたは流体噴出を低減またはなくすことのできる複数
の部品が一緒になりキットとなって提供される。図18に示した一実施形態では、キットは
、前述の先端保護スリーブ300を含むデリバリーカテーテルアセンブリ400と、図13A-17F
に関連して説明したシールキャップ530とを含んでいる。そのようなキットにおいては、
遠位シール538は子宮鏡システムのノズルに嵌まって装着されるように構成されており、
自閉シール536は、デリバリーカテーテルアセンブリ400が挿入されないときの漏れと噴出
を防止するように構成されており、近位シール534はデリバリーカテーテルアセンブリが
挿入されたときの漏れと噴出を防止するように構成されている。前述の通り、シールキャ
ップ530は異なる外寸を有する種々のノズルに適合する複数の肩部を含むことができる。
作動中（使用中）、シールキャップ530の遠位シール538は子宮鏡システムのワーキングチ
ャンネルを入れているノズルに装着される。それから、デリバリーカテーテルアセンブリ
400の先端保護スリーブ300は、近位シール534と自閉シール536とを通過して子宮鏡システ
ムのワーキングチャンネル202内へと挿入される。
【００７３】
　図19に示す一実施形態では、キットは、前述の先端保護スリーブ300を含むデリバリー
カテーテルアセンブリと、DryFlow（商標）イントロデューサ等の導入器600と、シールキ
ャップとを含んでいる。そのような実施形態において、導入器600は、図11Aに示された先
端保護スリーブ300Dと同様なものであってもよい。たとえば、導入器600は、スリットシ
ール、ダックビルバルブ、あるいは円錐形バルブなどのバルブ640を含む。そのようなバ
ルブは、例えば、シリコーン材で形成しても良い。シリコーン材は、シールを提供しつつ
、異なる形状又は直径に適合する。構造（形状等　geometry)により、バルブ640は自閉型
である。流体が遠位から近位に通過しようとするとき、バルブ640の端部が押圧され、バ
ルブの端部に溝(chamfer)があることにより閉鎖されて、漏れ及び噴出を防ぐ。導入器600
は、さらに、先端保護スリーブ300を受けてその回りを封止するＯリングシールなどのシ
ール641を備えて、漏れおよび噴出（spray-back)をさらに防止するようにしてもよい。こ
のようにして、バルブ640は、先端保護スリーブ300が未挿入の時に漏れおよび噴出を防止
し、シール641は、バルブ640に加えて、先端保護スリーブ300の挿入時の漏れおよび噴出
を防止する。シールキャップは、子宮鏡システムのノズルに嵌めることのできる遠位端と
、デリバリーカテーテルアセンブリが突き抜けることができる近位端とを含む従来のシー
ルキャップ230であってもよい。別の実施形態では、流体の漏れおよび噴出をさらに防止
するように、図13A-17Fに関して説明したシールキャップ530であってもよい。作動中（使
用中）、シールキャップ230,530の遠位端が、子宮鏡システムのワーキングチャンネルを
収容しているノズルに装着される。それから、導入器600がシールキャップ230,530の近位
端を経て子宮鏡システムのワーキングチャンネル202内へと挿入される。その後、デリバ
リーカテーテルアセンブリ400の先端保護スリーブ300が導入器600に挿入される。
【００７４】
　本明細書では、本発明の様々な実施形態を説明した。しかしながら、添付の特許請求の
範囲に記載された本発明のより広い精神及び範囲から逸脱することなく、それらの実施形
態に対して様々な修正および変更がなされ得ることは、明らかであろう。したがって、明
細書および図面は、限定的な意味ではなく、例示的な意味で考慮されるべきである。した
がって、本発明の範囲は、続く特許請求の範囲によってのみ限定される。
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摘要(译)

公开了一种用于将输送导管组件插入工作通道的组件和方法。在根据一
些实施例的输送导管组件中，尖端保护套管被锁定在细长导管护套上。
远端保护套管可沿着细长导管鞘在近端止动位置和远端止动位置之间在
细长导管鞘上滑动。在一些实施例中，公开了一种密封帽。密封盖的近
端密封件构造成当输送系统穿过近端密封件时减少流体泄漏，并且当输
送系统未插入密封盖时密封盖的自闭合密封件防止流体泄漏它配置为减
少泄漏。
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